
１）送信者欄右の［設定］をクリックしてアカウント
　　設定画面を開き、各項目に必要事項を入力します。

２）各項目を入力して［保存］をクリックします。

　　送信者欄で登録したアカウントが選択できるよ
　　うになります。

アカウント名：送信者として表示される名前です。

［送信（SMTP）サーバーの設定］
サーバー名・ポート・ユーザー名・パースワード
プロバイダから連絡された内容を入力します。
※ユーザー名はアカウントと表示されている場合
があります。

［差出人の情報］
名前：任意で入力。空欄可
アドレス：メールアドレスを入力。
返信先：返信先を違うアドレスにしたい場合に
入力。

ツール→アカウントでインターネットアカウント
を開き、メールで設定済みのアカウントを選択。

プロパティでサーバーと詳細設定からそれぞれの
情報を取得してにわ・なびMのアカウント設定に
入力します。

署名：メールに入力したい署名を記入します。

新規：新しいアカウントを作成します。
複製：現在のアカウントを複製します。
削除：現在のアカウントを削除します。
キャンセル：現在のアカウント編集をキャンセルします。
保存：現在のアカウントを保存して終了します。

にわ・なびMリファレンス

メール送信者の設定方法です。通常のメールソフトと同じようにプロバイダから送れられてくるユーザー名や
パスワードが必要になります。

Outlook　Express6の設定を参考にアカウント設定の［送信（SMTP）サーバの情報］を設定します。
※バージョンによっては開く項目が異なる場合があります。１つの参考としてご覧ください。

■　メールの送信者を設定する方法

■　メールアカウント設定例

クリックで選択↓
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【アカウント設定画面】

メール設定時に必要な入力事項

設定に必要な入力事項については、契約したプロバイダーから通知されます。

電子メールアドレス： プロバイダーから与えられる、メールを送受信するために必要な住所のようなものです。
通常は半角の英数字で表記されています。例 ： XXX@ibm.co.jp

SMTPサーバー： プロバイダから割り当てられた、メールを送信するためのサーバーのことです。

POP/POP3サーバー： プロバイダから割り当てられた、メールを受信するためのサーバーのことです。

メールアカウント名：　 自分のメールアカウントの名前で、例えば　XXX@ibm.co.jp　というメールアドレスをプロバイダーから取得した場合、通常は　XXX　がメールアカウント名になります。

パスワード：　 メールアカウントへログオンするために必要なコードです。通常はセキュリティのために画面上では[　*　］として表示されます。

ログオンとは？

プロバイダーから入手したアカウント名とパスワードを使って、プロバイダーのメールサーバーにアクセスすることをいいます。
アカウント名とパスワードにより、契約しているユーザーであることが証明でき、自分宛のメールを受信したり、また他の人にメールを送信することができます。

メールを受信する仕組み
プロバイダのPOPサーバー（受信メールサーバー）にログオンし、自分宛のメールがあるかどうかをチェックします。新着メールがある場合はコンピューターに受信されます。

メールを送信する仕組み
プロバイダのSMTPサーバー（送信メールサーバー）にログオンし、送信したメールがプロバイダーのメールサーバーを経由して、相手先のメールアドレスに送信されます。 

メール送信者設定1



***

インターネットアカウント画面でメールを選択。�

アカウントを選択してプロパティをクリックします。

その他の入力欄に関しては前ページの説明を
参考に入力してください。

プロパティでサーバーと詳細設定からそれぞれの
情報を取得してにわ・なびMのアカウント設定に
入力します。

Outlook Express
［サーバー］

サーバー情報
　　受信メール（SMTP）　→
アカウント名→
パスワード→

にわ・なびM
アカウントの設定

サーバ名
ユーザー名
パスワード

※パスワードはコピーせずに必ず入力してください。

Outlook Express
［詳細設定］

送信メール（SMTP）→

にわ・なびM
アカウントの設定

ポート

にわ・なびMリファレンス
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メール設定時に必要な入力事項

設定に必要な入力事項については、契約したプロバイダーから通知されます。

電子メールアドレス： プロバイダーから与えられる、メールを送受信するために必要な住所のようなものです。
通常は半角の英数字で表記されています。例 ： XXX@ibm.co.jp

SMTPサーバー： プロバイダから割り当てられた、メールを送信するためのサーバーのことです。

POP/POP3サーバー： プロバイダから割り当てられた、メールを受信するためのサーバーのことです。

メールアカウント名：　 自分のメールアカウントの名前で、例えば　XXX@ibm.co.jp　というメールアドレスをプロバイダーから取得した場合、通常は　XXX　がメールアカウント名になります。

パスワード：　 メールアカウントへログオンするために必要なコードです。通常はセキュリティのために画面上では[　*　］として表示されます。

ログオンとは？

プロバイダーから入手したアカウント名とパスワードを使って、プロバイダーのメールサーバーにアクセスすることをいいます。
アカウント名とパスワードにより、契約しているユーザーであることが証明でき、自分宛のメールを受信したり、また他の人にメールを送信することができます。

メールを受信する仕組み
プロバイダのPOPサーバー（受信メールサーバー）にログオンし、自分宛のメールがあるかどうかをチェックします。新着メールがある場合はコンピューターに受信されます。

メールを送信する仕組み
プロバイダのSMTPサーバー（送信メールサーバー）にログオンし、送信したメールがプロバイダーのメールサーバーを経由して、相手先のメールアドレスに送信されます。 
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↑送信サーバーの情報へ入力


